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ゴムプラスチックケーブル接続用

粘着性絶縁テープの開発と応用
ElectricalProperties of XLPE CableJoint

EmploY-ng NewIYDevelopedlns山atingTape
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l】 緒 言

二架橋ポリエチレンケーブルはすでに20～30kV系統を中心に

多量に使用されており,60kV系統への導入も漸次計画されつ

つある｡プラスチック絶縁電力ケⅧブルは抽浸紙絶縁ケ肝ブ

ルに比べて布設,取扱いが簡単であることをひとつの特色と

しているが,ケmブル使用量の増大に伴い,接続部などのケ

ーブル付属品工事の省力化がますます要請されてきている｡

架橋ポリエチレンケ【ブルの接続作業の方法には,

(a)自己融着性テー■プなどによる絶縁テープ巻き法

(b)坤射ポリエチレンテⅥプによるモールド法

(c)プレハブ形接続箱の利用(l)

など各桔の方法があるが,一最もメェく利用されているのは絶縁

テープ巻き法であり,イ氏電圧ケーブルはもとよI),アメリカ

では13∂kVケ【ブルへの適用例さえ報告されている(2)｡

筆者らは現在最も広く利用されているこの絶縁テープ巻き

法の接続作業時間を短縮するため,新たな絶縁テープの開発

を進めた｡その結果,従来から用いられている自己融着性絶

縁テープに比べ,電気特性にすぐれ作業時間を短縮できる粘

着件の絶縁テープを得た｡本論文ではこの新たに開発した絶

縁テープの諸特性につし､て述べるとともに,22kV架橋ポリエ

チレンケ【ブル接続部への適用結果について報告する｡

臣l開発テープの概要

今回開発したテープは良好な電気特性を失わずに工事の省

力化を実現させるため,テープの構成を図1に示すようなは

り合せ構造とし,従来の自己融着性テープが有したセパレー

タを廃した｡主絶縁は低密度ポリエチレンフィルムより成っ

ているため電気特性はきわめて良好であl),同時にこのフイ

ルムがセパレータの役割をも果たしている｡また,接着層も

ポリエチレンを主体とするポリオレフインi昆合物から成って

おり,電気特性をそこなうことのないように配慮されている｡

表lはこのテープ(テープA,以下略称)の物理特性その

表l 各j匪絶縁テープの諸特性 開発テープを含む4種の絶縁テープ

の寸法,物王里特性,電気特性などを示している｡

TablelPhysicaland ElectrjcalProperties of Various Kinds

Oflnsulating Tape

子‾プIA;開発テープ
特 性

A一

関発当初の

試作テープ

B C

自己融着性
既存類似品!絶縁テープ

(ハイポン2号)

ノ亨 さ(mm)0.52

幅
(mm)‾‾｢■9

0.51 0.53

20

lo･5

l-919

0.48物引張り強さ

理(kg/mm2)

特伸び

性t(%)

｢常_撃
加熱後

0,47 !0.49 0.3

690

良好

0.46 0.39 0,39

510常 態 420 610

芸熱芸j芸.芸.芸
防 水 性

高 温i 良好 良好 良好 l 良好

電

気
特

∫性

体積固有抵抗(ncm)

交流絶縁耐力

(kV/mm)-

3.2×1016 2.4×1017 2.5×1016

33.638･5l

l

43.3 36.3

注:一事2.5≠球対球電極使用

リエチレン

接着層

図lテープの断面構造 低密度ポリエチレンフィルムを主絶縁とL,

二れに接着層をはり合わせた構造である｡従来の自己融着性テープが有したセ

パレータを廃Lた｡

Fig･lSchematic Diag｢am of Newl=S=lating Tape

*
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日立電線株式全紙日高工場
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他を】対充当初の試作テーープ(テーープA′)や､既存:の狩川ソ､テーーー･-

プ(テープB),および従来用いノブれてきた白+融前作テーープ

(テープC)と比較した結果であるが,ニれJ)の諸牛甘｢牛仙は

既存のテープ実記の特惟依とはば'トJ等である｡

日 間発テープの諸特性

接続用絶縁テl-プ■が与川工fすべき要件はテrプ自身のノiElt拙

作が良(けであることに加1えて,これを開いて構成Lたケーブ

ル‥接続部が土主期にわたって一左1上した件能を有することである.,.

問ヲ邑テープの三け徽を明らかにL,かつ_卜述の安什がi‡出iたされ

るか否かに論及するため,その‾ホす諸朽作を胡べ､比布の帥

帥♂)テープの特件と対比してみることにする｡

3.1 絶縁破壊強度と誘電特性

Ⅰ司2は開発テープを含む4仰の絶絃テープ(′テ･--プA,テー･

プC,テープD,テー｢プE,うちテープD,テープEはEPR

ベースの外川製白L融前件テープ)の絶緑破壊強度(∵インパ

ルス破壊強J空)の温度変化を示したものである｡従来からあ

る日亡融着件テ【プC,ならびに∠卜巨]川目発したテーーープAはい

ずれもポリエチレンベースの材料であーり,700C付近から破壊

強度が低‾卜するが,900cにおけるテ【ブAの破壊強度は80kV′/

mmに達しており,リミ用上こC7)任し‾下は問題ないと巧▲えているっ

仇iふL領J或(甘i比付近)では破壊強度が100kV/mmを越える的を

ホL,EPRをベpスポリマとするテープD,テーープEに比べ

て桁_段に高い値をホしてし､るL〕

一‾ノ∴ 図3ほテープA,テ【プC,テープDの誘電粁性で

ある｡誘電率,誘電iF二接といニテーーープDとテープA,Cとで

一帯しく異なり,材質の差は明らかである｡テ【プAの誘て‾Ej｢

接伯は測定した温J空範囲で0.05%以卜であり,イ氏捕大村料七

しての特徴が如実に表われている｡

3,2 接着弓亀度

開発テープの良否は接弟層のホす特′性に大半依存する｡

岩層のホす諸朽件のうちで,才安着強度が鼓も重要であり,

成した才妾続部の屯うく柑件を支配すると考えられるっ
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図2 各種絶縁テープの絶縁破壊強度(インパルス) 4種の絶縁

テープについてインパルス破壊強度(BDS)の温度特性を示Lたものである｡開

発テープAは低温側でBDS寅高である､一高温側て低下するが実用上は問題ない-｡

Fig.2 Dle事ect｢lC St｢ength of Va｢ioLJS Klnds ofl｢1SUlatlng Tape

2.0

1.0

R叫0

20

0

(
課
)
蟹
増
押
収
M

テープD

チーフ〉A

テープC

(a)比誘電率

50
nU

0.01

20

接正電誘

L
〓
U

40 60 80 100 120

温 度(UC)

テープD

テープC

レプA

0 20 40 60 80 100 120

温 度(ひC)

図3 各種絶縁テープの誘電特性 3種の絶縁テープの誘電奉,誘電

正子妾を示Lた｡テープAには低損失材料とLての特色が表われている｡

Flg.3 Dlelectric Properties of Various Kirlds oflnsulat山g

Tape

2杖･のテ【プ片をとり,接岩層と絶縁層が互いに車なるよ

うにはり弟け(図4参照､はり前け部の民さ50mm),荷雇1kg

を加えて1時間放置後(宇はし,900C､)の引弓にり強度を調べ

テーープ単独の引引ミリ強度と比較した｡その結果を示したのが

図5である｡偶発テープAの常i故における接弟強度はテープ

白身のijl粧り強度に1ブ[摘女しており,十分な接弟力を有するこ

とがわかる｡高f沈下(900c)では接着強度がいくぶん低下する

が､これは次に述べる1妾若僧の盲充動作とも密接な関係がある｡

3.3 接着層の;充動性

ポリオレフイ ンi比和物より成っている才安着層は高札l､‾で軟

化が進行し､巷回されたケ】ブル接続部をポイドレスにして

特性の向上に役立つが,流動性が大きいと接続部変形の原

田となる｡したがって,接一石層のi充動特性の把握(はあく)は

重要である｡

図6はキュ倍ポリエチレンケーブルの絶練体_L二(外径30mln)

にテ【プを巻凶し(%重ね7層),墓誌1(約150C)に24時間放

置後およぴ1ミf止～800cのヒートサイクル(高温8時間,弓ミi比

16時F瑚)を5同繰I)返した後にあらかじめ試料内に士里め込ん

だ2杖の金属枇A,Bの位置のずれを測定した結果である｡

縦軸の表示はり-g｡)/～×100となっているが,ここでJ｡はずれを

生ずる前のAB間の間隔,gは流動後の間隔である｡前述のコ哩

出でこのずれは耗力小さいことが望まLい｡この実験の結米

は,開発当初の試作テープ(A′)やその改良品(A■■)に比べ,

l;目先テ】プAは才妾着屑の流動件が大巾副二改良されていること

をホしてjjり,既存の美的ソ､テープBに比べてもすぐれている
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図5 各種テープの接着強度 接着強度の測定結果である..テーフノA

の接着強度は常温ではテープ自身の引張り強度に匹敵する′ノ また,高温の引張

り強度は若干低下する1

Fl〔J.5 AdrleS-0rlOf Three Tyr)eS Ofl11SUla=｢唱 Tape

二とかわかる｡ちなみに,自己融着性テープCでは電極間の

ずれかはとんど/i二じない｡

3.4 接続部モデルの絶縁耐力

3.1～3.3に述べたとおり,開発テー70の諸特性は良好で,

従来から用いられてきた自己融肴性テ∬プに比べて全く遜色
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○ 常温放置後 /:流動後の電極間距離

● ヒートサイクル後 /‥:初期の電極間距離

図6 名･種テープの)充動特性 開発テープを含む5種の絶緑テープを

用い,接着層の流動性を測定Lた結果である｢ノ 開発テープの改良の跡がうかが

われる..

F】臼.6 F山Idlty Of Va｢10US Klnds oflnsulat‡119 Tar)e

(そんLよく)がない｡この良好な特竹三はこのテープを川いて

恍収したケーブル′接紙部にそのまま反映すると期待される｡

これを確認するために小サンプルの接続部モデルを椛成し,

絶紬破壊強度をラ求めてみた｡

図7にホすように安子寸筆削りした6.6kV架橋ポリエチレンケ

ーーブル絶縁体(絶占凍体厚さ4m皿,導体寸法150mm2)上にケー

ブルとほほて,∫】往の接紘部モデルを構成し,圭子ムlしに24時悶】放滞

後およぴ∃阜i且～900Cのヒートサイクル(加i止4時l札 陳熱4

峠1F与+)を20サイクル加えた後の交流絶縁耐力を求めた｡結米

は図7にホすとおりであり,偶発テ肝ブAは従来の臼山地石

ノlご1三テーープC+くJ既7J二の裳鮒1テMプBに比べて全く遜色がない絶

式漆山力をイJ`LてJiり,むLろ良好である｡1凋発当初の古式作テ

ープA'を用いた試料ではヒrトサイクル後,接着層の流出が

著Lかったが,棲崩斥弓に改良を加えた開発テープにはそのよ

うな形呈弥は妃られなかった｡

【I開発テープの架橋ポリエチレンケーブル

接続部への応用

既存の絶亮壌テープと対比しつつ開発テープの諸柑性につい

て述べた｡このテーーブの絶縁材料としての拉終的な良否はケ

ーーブル接続部への適用結斗さによって淀まる｡ケーブル用接プ紋

付料とLてグ)適才fを判1上するため,偶発テープを川いて尖川



ゴムプラスチックケーブル接続耶古着性絶縁テープの開発と応用 日立評論 VOL,54 No.12 1050

ーー¶一200叫---¶

80

ハU

O

7

6

(
>
三
世
脚
蝉
饉
蟹
思

05

04

●●

丁
･
富
N
- 120

●
=
･
●

00

●
･
-
▲
▼

00

●
･
1
-
I
-
-
⊥
■

〇
･
I
･
0

0
･
-
-
-
-
-
-
-
･
0

●
…
-
-
-
-
-
1

●

〇
･
-
∧
)

30

A A' B C E

注二 ○ 常温放置後
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図7 各種テープを用いた接続部モデルの絶縁破壊電圧 開発

テープを含む5種の絶縁テープを用い,モデル接続部の交流絶縁破壊電圧を求

めた結果である｡絶縁破壊強度は他テープに比べて遜色がない｡

Fiq･7 B｢eakdown Voltage of ModelJoint Constructed wit｢1

Va｢ious Kirlds of】rlSし‥atl叩 Tape

仙立の22kV久ヒ惜ポリ.エチレンケーブル接続部を構成し,その

′i註1(的諸特惟について.調べた｡

4.1開発テープを用いた22kV架橋ポリエチレンケーブル

接続部の電気特性

偶発テープを含む4柿の絶縁テープ(テープA,テープA′,

テープB,テープC)を用いて標準構造の22kV架橋ポリエチ

レンケーブル才安続部(図8(a),(b))を構成し,室ラムL放置24時

‖り後および導体i比腔が宅iムーし～900Cのヒートサイクル(導体通

1‾E5時札 油電しゃ断4時間)を50サイクル経過後の電気的

柑′性(誘電正接､部分放電開始電圧,絶縁破壊電圧など)を

求めた｡その結果を要約して示すと表2のようになる｡

いずれのテープを用いた接続部も初期における電気的特性

は良好で,22kV紋様続部とLて卜分な性能を有するが,ヒー

170 50

60二1

60¢

表2 22kV絶縁テープ巻き接続部の諸特性 開発テープを含む4種

のテープを用いて構成Lた22kV架橋ポリエチレンケーブル接続部の電気試験の

結果を示Lている｡開発テープを用いた接続部はヒートサイクル終了後にも良

好な結果を示す｡

Tab事e 2 Elect｢icalProperties of22kV Tape-WraPPed XLPE

CableJoint

特､＼-----＼----＼テー7
性､＼＼＼＼

A

l

A一 B !｡
誘電正接(%)

常温24--･･--
部分放電開始電圧

時間放【(kV)

0.04 0.04 0.05 0,06

30以上 30以上 18～30

i85∴言5

28

120置後のl交涜破壊電圧
(kV)

105 105

特性;インパルス破壊
l電圧(kV)

460 520 二480-㌧600
1

380

■

誘電正接 a* 0.84

≡:喜;｢-･㌃言;≡｡.｡5ヒートl(%)
b* 0.03

サイクl部分放電開

ル50サ巳始電圧(kV)喜;.3｡≡エー言…≡≡圭一-13｡≡上｡｡以工
イクル･交涜破]裏電 a1 80

75;841
終了後:圧(kV)

の特性!接続部

b群

の

105 85
1

95 60～70

若干のL
l

Lわの発/Lわの発 若干のL

l形
状 変 化 わ発生 生著Lい;生あり わ発生

注::=テ【プの名称は表lと同じ -a:標準構造

こ2)架橋ポリエチレンケーブル接続部 b:特殊な半導体テープを用いた構造

トサイクルを経過した後には絶縁破壊電圧が低下する｡この

うち澱も低‾Fの著しかったのは自己融着惟テ】プCより成る

接続部であった｡テープA,テープA′, テープBより成るも

のは巻凹後に絶縁層と接着層が互いに積層されるためにヒー

トサイクルに対.しては安定である｡ただ,この3桂のテープ

は高i占,l_下で接着屑が流出することによるしわの発生を避け柑

ず,ヒートサイクル経過後に絶縁破壊電圧が低下するのはも

つばらこの理由によると考えられる｡接着屑のi充動件の小さ

い開発テープAを用いた場合にはこのしわの発生は軽微で,

特に,持株な半導電性テープを外部遮蔽(しゃへい)テープと

Lて憎いた接続部偶造(図8(b))ではヒーートサイクル50サイ

クル経過後にも絶縁破壊電柱のイ氏下が認められなかった｡

4.2 開発テープを用いた接続部の長期信頼性

開発テ【プを用いて構成した22kVケーブル接続部の試験結

果より,架橋ポリエチレンケーブルは接続用絶縁材料として

一卜分俺梢可能なことがわかったが,その信束副生をさらに確認

するために接続部の水密性試験と長期の課電通電試験を実施

した｡プラスチックケーブル用の接続部には通常金属製の外

被が用いられるが,簡略化した構造のものはこれを省略して

防水用保護テープを巻回するのみである｡このような場合を

想定し,金属製外彼のない接続部(図8の構造,最外層は粘

着性ポリ塩化ビニルテ【プで処理)を鉄製容器内に収納L,

浸水加圧(水圧1kg/cm2)下でと【トサイクルを繰り返し(導

金属テープ

てr特殊な半鯛性テ¶プ

60¢

1

170 80】 50 ‾

(a)標準構造

図8 接続部の構造 22kV CVケーフ■ルの標準的絶縁テープ巻き接続部構造である｡

Fig.8 Construction Delal10f XLPE CableJoint

lO

(b)特殊な半導体テープを用いた構造
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体温度900cになるように設定),経略的に柑性変化を観察した｡つ

ヒートサイクルの過程での特性変化はなく,30サイクルの通

電加熱サイクルを経過した後に実施した試験の結果は‾F記の

とおりである｡解体調査の結果でも,絶縁層内への浸水の痕

跡(こんせき)はなく,劣悪な環境下でも十分使用に耐えると

判断される｡

ヒートサイクル経過後に確認した接続部の特件は,

(a)部分放電開始電圧:40kV以__L

(b)誘電正接 :0.08%

(c)交i充破壊電圧 :90kV

一方,これと.礁行して,長期の信頼刊三を把‡屈するために,

昭和46年1月よI)屋外長期諜電試験場において逆転状態をケ災

擬しての長期諜電通て正試験をl封始し,硯7i三なお実施中である｡

その試験条件を列挙すれば次のとおりとなる(,

(a)課電電圧:40kV(定格電圧の1.82倍,ノ榊､柑+一地電圧の

3.15倍)

(b)通電電流:400A

(c)1通電サイクル:8時間on～16時間off

(d)布設状況:屋外地上布設および水そう内布設(外部浸水)

長期課電に伴う絶縁･テmプ巻き接続部の絶縁タブ化が周知の

実験式Ⅴ三Zr=COnStに従うものと考え,開発テuプがポリエ

チレンを主とする材料であることを考慮してKreugerらによ

って]是晒されている9乗則(3)が適用できる(犯=8～9と考える)

と仮完三すれば,定格電圧22kVの手別売部に30年間の寿命保証を

与えるには,40kV課電下で60～90E‾イの寿命の保持が必要であ

る｡試験開始より約1.5年を経過した昭和47年6月末日まで

の長期課電通電試験の結果の概要は表3に示すとおりであり,

巌

還

憾

図9 長期課電通電実験の実施状況 屋外長期課電試験場における試

験実施状況である｡

Fi9･9 ×LPE CableJoints Unde｢Accele｢ated Agin9Testing

プーチ縁組

軸
170 50 ∩)丘U

(a)標準構造(構造り

▲丁軸
-

表3 22kV絶縁テープ巻き接続部の長期課電通電試験結果(架橋

ポリエチレンケーブル) 開発テープと既存の自己融着性を用し､

て構成Lた架橋ポリエチレンケーブル接吊売部の長期負荷試験の結果を示Lたも

ので新たに得たテープの信組度が高いことがわかる⊂.

Table 3 Results of Acce】erated Ag什Ig Test or122kV Tape-

W｢aPPed XLPE CableJoint

試料

No. テープ!布設環境 布設前の履歴㌻運転船兄(昭和器年6是末日)
】 A

l

気中

2

l
:気中

3 ■
】水中;l

------+一十-------------------------------------------一一

!気中
■

∵十り]9.

な

な

L;正 常(?占…晋竿警ル経過)
‾‾‾‾‾‾‾‾1

一戸墨

3,2引時間で絶縁

(188サイクル後)

____L且ご(蔓チエ筈芳誓ル経過)

l

ヒートサイクル

30サイクル経過

水中
ヒートサイクル

30サイクル経過

( )

正

常(芸Aユ筈竿習ル経過)
l

c!気中1

水中

■なし
l

r

巳なL

∃布設後26時間経過後に
l絶縁破壊

布設後l.5時間経過後に

絶縁破壊(通電lサイクノ

布設後506時間経過後に

C

気中
ヒートサイクル

30サイクル経過 絶縁破壊(通電54サイクノ

布設後45時間経過後に

絶縁破壊(通電2サイクノ
｢水中毒£言上言工芸芸
l

レ後)

レ後)

レ後)

開発テープAを絹いた接続部は言式験開始後3,291時一子り(188池

電サイクル)綬に絶縁破壊したもの(試料No.2)をⅠ崩ミいてし-

ずれも正ノ訂である｡試験はなお実施中であるが,現在までに

得られたこの試験結果より,今回開発Lたテープほ十分なイi‡

束削隼をもつものと判断される｡図9はJ室外試験のナ夫施二状況で

ある｡

4.3 開発テープを用いた接続部の特殊設計

ケーブルの絶縁設計に際しては前もって把j超されている絶

縁材料の特徴が十分に考慮されるが,ケーブル付属品ク)鳩造

設計の際にも同様の考慮が払われなければならない｡でナ王里的

な裕度を見込んだ接続部の絶縁設計を行なううえで拉も重安

なデータは接続部の径‾方向絶縁耐力である｡図8に示した接

続部構造は22kV架橋ポリエチレンケ【ブル接続部として/卜日

実用に供されている標準的設計であるが,ストレスリリーフ

コⅥンの立上り部分がこの構造グ)相対的弱一中二部であり,絶縁

破壊は大･1ドニの部分て･二l二ずる｡才安続部内で電界強度般大の∴‡

がこの部分であり,残存する微少ポイドが絶縁破壊の先端と

なるためと推定される｡したがって,接続部の特性を上井さ

せるにはこの部分の電気的補強がイナ効である｡

補強テープ】

絶縁テープ

七二
ーエ＋5｡

一ふ巾`】】170

6｡-+

■'-■l

I

d¢

(b)ストレスクリークコーン部補強構造(構造1り

図10 接続部の構造 (a)は通常の構造を,(b)はストレスり1ノーフコーンの立上り部に補強層を設けた構造を示す｡

Fig.10 Const｢uction Detailof Tv)O Kinds of XLPE CableJoints

ナノ′¢

11
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表4および図‖はゃ体積続管上の絶縁体厚さを稗々に定めた

2椎の構造の異なる接続部(図10)の交流破壊電圧を求めた糸【i

果である｡これより,開発テープのみでイ混成Lた地溝の純道

の接続部(図川(a))では接続管上の絶縁体外径かが47mm,60

mmの場でトには接続部中央部が他に比べて過剰絶縁となること

がわかる｡これに対して,ストレスリリーフコーンの立上り

部分を補強した構造(図10(b))では外径同一でも絶縁破壊電

虹が上昇し,β=47mmの場合には絶縁破壊の経路も接続部中

央部に移行する｡図川(b)は接続部全体ク)絶縁協調がとれた,

より合理的な構造と考えてよいであろう｡

図12は図川(b)をさらに-一歩進めて,ストレスりリーフコ【

ンの立上り部分に絶縁ゴムより成る補強スペーサを配した設

計である｡表5はこの接続部構造に開発テープを適用した場

合に得られた電気特性の概要を示したものであるが,表2に

示した試験データと対比すれば明らかなように,特性の向___l∴

が十分認められる｡この構造はプレハブ形接続栢に一歩近づ

く ものであり,すでに,22kV架桁ポリエチレンケ【ブル接続

部などに採用され,実用化が進められつつある｡

表4 ストレスリリーフコーン立上り部の補強効果 ストレスリ

リーフコーン立上り部を補弓畠Lた構造(Ⅰ)と寺甫強Lない構造(口)の接続部の交

涜破i衰電圧を求めたもので補強の効果が明らかである｡

Table 4 The Effect of Tape-WraPPed Reinforc‥1glns山ation

Laye｢0n St｢ess Relief Cone of CableJoint

No.

各部の寸法 j 交流破壊電圧
絶縁破壊の経路

β,〃r F‾‾よ1(kV)
l

2(Ⅰ)

3

39 175

l

90

-!】05
】00】05

130115

導体スリ…ブ上

ストレスリリーフコーン

立上り部
47

60
ストレスリリ…フコーン

立上 り 部

4

5

(ⅠⅠ)
l

1

47

57

導体スリーブ上

ストレスリリーフコーン

立上り部
】

120

110

> 1(〉0
__さ<

ヒ日

伊

芸 90

80
′

′

′

′

′

〆
′

/

′

′

′

′

ノ
ノ)

･･一･--･一 補強なし

---.一●一 補強あり

2.0 2.5 3.0

玖/d(〟ソd)

図Il ストレスリリーフコーン部♂)補強効果 ストレスリリーフコ

ーン部に補強のある場合とない場合の交流破壊電圧を諌め皿/d(β:絶縁体外

径,(J導体外径)との関係とLて示Lた｡補強の効果は明らかである｡

Fig.11The Effect of Tape-W｢aPPed Reinforcinglnsulation

laye｢0n St｢ess R〔州ef Cone of CableJo‥1t
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補強テープ 絶縁スぺ一サ
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1

､､､≡…≡ミ築≡こ才
芸
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】
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･310-

図12 寺甫強スペーサを用いた接続部構造 ストレスリリーフコーン

立上り部に絶縁ゴムより成る補強スペーサを用いた点に特色がある｡

Fig-12 Co=St｢=Ction of XLPE CableJoi=t Empioyi=9 Rei=for-

Cing Space｢

表5 補強スペーサを用いた接講読部の特性 囲】2に示Lた特殊設計

の接続部の電気試験の結果である｡初]期特性,ヒートサイクル経過後の特性と

も通常の構造よりも良好である｡

TabIe 5 Elect｢ica】P｢operties ofJoint Emp10yln9 Reinfor(〕ing

Space｢

初 期 特 性
ヒートサイクル(2)

経過後の特性

部分放電開始電圧川 45kV以上

交;充 破 壊 電

インパルス破]裏電 汁
l】0～130kV

350kV

45kV以上

90､-130kV

410kV

)主:=)感 度 50pC tZ)800A通電 50サイクル

田 結 言

新たに開発した粘着性絶縁テープの諸牛引生と応用例につい

て述べた｡この絶縁テープの特長を列挙すれば次のとおりで

ある｡

(1)絶縁層と接着屑をはり合わせた構造であr),絶縁層に低.

密度ポリエチレンフィルムを用いているため電気特性が良

好である｡

(2)セパレータがなく,しかも巻凹時の伸張度が小さいため,

接続作業時間を短縮でき,工事の省力化に役立つ｡

(3)二のテープを用いて構成したケーブル接続部ではテープ

の接着層と絶縁層が積層されるため負荷サイクルに対して

安定である｡

(4)i充動性の小さし､接着層を才采用しており,接続部の変形が

′トさい｡

本間発テープを22kV架橋ポリエチレンケーブル接続部に適

用した結果は良好で,長期間の使用に十分耐えうるものと考

えられる｡今後はさらに応用範囲の拡大を成るうえでの問題

点について検討したいと考えている｡

最後に程々ご指導,ご助言を賜わった日立電線株式会社日

高工場の依田部長,研究所の池田主任研究員ほか関係各位に

心よりお礼申し上げる次第である｡

参考文献

(1)増岡,依田,小林:OHM,55(6),30(昭43-5)

(2)"TechnicalPapers,On Development andInsta11ation of138

kV Cables for Test at EEIWaltz Mill”IEEE Summer

Power Meeting Paper(July'71)

(3)F.H.Kreuger:CIGRE Paper No.201(1966)




